薬局実務実習に役立つ医薬品リスト

　学校でこれまで勉強してきた医薬品の「一般名」と「製剤名」をマッチングして覚えましょう。薬局実務実習は、処方せん、医薬品製剤、患者さんの背景を連動して学習することができる格好の場です。薬剤師国家試験は第97回から出題数が345問となっています。薬局にある製剤から沢山出題されていますから、実務実習は国家試験の準備としても大変重要なことがわかると思います。

1.リストの掲載順は、厚生労働省薬効分類番号順です(治療薬マニュアルも同様の順で掲載されています)。調剤用医薬品を中心にし、注射薬は最後のページにまとめました。

2.医薬品の掲載選定については、処方頻度の高いもの、国家試験で出題頻度の高いもの(第88回から97回で36-20回出題をA、19-10回をB)、2012年のOSCE医薬品リストとしました。

3.国家試験でどのように出題されたかは、97回(2012年3月)、98回(2013年3月)の出題番号を付加しています(問1-90:必須問題、問91-345一般問題)。
4.★が付いたものは、昨年のOSCE医薬品リストにあったものです。
　
(帝京大学薬学部／㈱ファーミック 富士見台調剤薬局)　下平秀夫2013.06.20　



このリストを活用して�より有意義な実習にしよう!!








